
「○年○組のボールつきゲーム」をつくろう　学習指導案
（１）　単元名　ボールつきゲームをつくろう　
（２）　授業の意図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・相手にじゃまされることなく，集団の連携プレーによって守ったり攻撃したりしてラリーを続けるボールつきゲームを通して，体を動かす心地よさや，学ぶことの楽しさを味わわせる。
　　　　・ボールつきゲームの学習は初めてとなるため，自分たちに合ったゲームを楽しくつくりあげる学習を進めていく。また，運動を仲間とつくりあげることにより「かかわり合い」を豊かにもたせる。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）　年間指導計画への取り上げ方の例　　　　
	月
	３年生
	
	月
	４年生

	５
	[image: image4.wmf]○ネット型ゲーム
	
	５
	○ネット型ゲーム

	
	「ボールつきゲームをつくろう」
	
	
	「プレルボール」

	９
	○ゴール型ゲーム
	
	９
	○ゴール型ゲーム

	
	「なんでもバスケットを楽しもう」
	
	
	「ポートボール」

	２
	○ゴール型ゲーム
	
	２
	○ゴール型ゲーム

	
	「タグラグビー」
	
	
	「グリッドサッカー」


（４）　指導上の留意点
　　　　①モノとのかかわり合い

　　　　　　まず，「みんなが楽しめるボールつきゲームをつくろう」と投げかける。

条件は，「手でボールを扱うこと」「ボールは必ずバウンドさせる」の２点である。

ボールは，ソフトで弾力があるボールを選択させ，好きなボールで簡単なボールつきゲームを楽しむことからスタートさせる。

　・よく弾むボールで1人ボールつきを楽しむ子

　・1対1のボールつきゲームを楽しむ子

と，子どもたちは楽しく学習を進めていくだろう。
ネットやコートに目が向けられた場合は，必要な用具を自由に扱わせていきたい。

（得点板，三角コーン，高跳び用スタンド，ゴム，ケンステップなど）

②仲間とのかかわり合い

自分とモノとのかかわりを深めた子どもたちは，さらにさまざまな仲間とかかわり合うなかでゲームを楽しみ，その仲間みんなで楽しめるルールを考えていく。そこで，「みんなが楽しめるルールを探そう」と投げかける。お互いに考えたゲームを試しながら意見を出し合い，子どもの発想によりルールや場を考えさせる。

・遊びカード（ルールや遊び方）

　自分の考えた遊びを書かせ，掲示して情報交換させる。その際，以下の点について留意させる。
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※かかわり合いを生み出すグループの設定のしかた
　　スタート時の簡単なボールつきからゲームやルールづくりまでの活動では，はじめに自由に組ませたグループで固定とする。同じ遊びを考えたメンバーどうしで楽しくルールやゲームの取り決めが行えるようにさせたい。　
　　みんなでつくったゲームを楽しむ活動では，誰とでも楽しめるように毎時間グループを替えて行いたい。決め方は子どもたちと相談する。

③教師とのかかわり合い

　　かかわり合いを深めるためには，子どもの実態や学習段階に応じた称賛・助言が大切であろう。ボールつきゲームに乗り気でないＡ児に対しては，「Ａ君，とても工夫しているね」と，絶えず声かけをしていく。学級全体には，「みんなのやる気が伝わってくるよ」とクラスの輪が深まるように称賛し，楽しくゲームづくりをさせていきたい。

　　また，ゲームづくりでは，一緒に楽しんだり情報を与えたりすることで子どもたちと大いにかかわっていきたい。

（５）　つくりあげる学習のねらいと流れ
　　　　

①つくりあげる学習のねらい

　　　　　・簡単なボールつき遊びから，「○年○組のボールつきゲーム」をつくる。

　　　　　・モノや仲間とのかかわり合いゲームを楽しむ活動を通し，クラスの輪を深める。

　　　　②つくりあげる学習の流れ
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	はじめ
	なか①
	なか②
	なか③

	0

45
	1.学習の進め方を知る

2.学習のしかた・マナーについて理解する

・学習カードの使い方

・みんなでゲームを楽しむための約束
	1.1人や2，3人でボールを自由に使ってボール遊びをする
	1.自由なメンバーでルールや場を考える

2.各グループのゲームづくりについて情報交換をする
	1.○年○組のゲームを決める

2.人気ゲームで楽しくゲームをする

3.まとめをする


（６）　学習活動と内容　
　　　
	【なか①】いろいろなやわらかいボールをつかってボールつき遊びをする。

	○１人で　
	○友達といっしょに

	ボールをいろいろな打ち方で弾ませてみる。
	ボールつきを友達と楽しんだり，工夫したりする。

	
	

	
	

	
	


　　　
	【なか②】自分たちに合ったやさしいルールや場を工夫して遊ぶ。
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	簡単なルールの例

	
	○サーブは，コートの外から両手でワンバウンドさせて相手コートに入れる。

○相手に返すときは必ず自陣にワンバウンドさせる。
○味方にパスするときは必ずワンバウンドさせる。
○相手に何回で返してもよい。
○プレルの方法はげんこつ・平手・両手のすべてをOKとする。

	プレルボールの勝敗

	一般のルールでは，「前・後半10分ずつで，得点の多いほうが勝ち」となっている。ネット型のスポーツのほとんどがラリーポイント制をとっているが，プレルボールは時間制をとっている。授業では，「1試合5分－5分で，得点が多いチームが勝ち」と「先に15点得点したチームの勝ち」の2つを試したが，時間制のほうが，授業時間の45分におさまりやすい。


　　　　　　　　　　　

	【なか③】みんなでルールをつくり，○年○組のゲームを楽しむ。

	
	工夫したルールの例

	
	○相手にボールを返す回数を決める（3～6回程度に制限する）。

○1回での返しは，なし。

○アタックあり。

○位置のローテーションをする。

	


	作戦の工夫
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	○レシーブの隊形は，4人が扇形になる（図Ａ）。

○前衛がレシーバーになり，相手から返ってきたボールをカットし，セッターにパスする（図Ｂ-①）。セッターは最も打ちやすいボールを後衛にパスする（図Ｂ-②）。

○後衛がアタックするほうが有効に攻撃できる。アタックは上から打ちつけるのではなく，前方に強く打ちつけるようにすると，強いボールが打てる。アンダーハンドプレルやサイドハンドプレルがスピードボールに最適である。

	＜参考＞　新学習指導要領「体育編」（中学年）では

	ゲームをゴール型，ネット型，ベースボール型と分類してネット型ゲームの例示として「プレルボールを基にした易しいゲーム」が紹介されている。その中で，「中学年では，平手打ちや両手打ちを許容し，チームの人数，ネットの高さ，コートの大きさなどを工夫することで易しいゲームをする」と例示されている。


　　　　
　

みんなが楽しめるゲームをつくるための約束





①みんなの意見をしっかり聞く。


②誰もが楽しめるゲームをつくる。


③安全な場づくりであること。





個の欲求を満足させる活動





ボールを使って自由に遊ぶ





仲間とのかかわりを広げた活動





自分たちに合ったやさしいルールや場を考えながらゲームをする





自分たちに合ったゲームを確立する活動





自分たちで考えたルールや場でゲームをする
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